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　４月22日（月）、藤崎町老人福祉センターにおいて株式会社タナックス弘前支店様より、50万円　４月22日（月）、藤崎町老人福祉センターにおいて株式会社タナックス弘前支店様より、50万円
相当の発電機を寄贈していただき、当日は笹昭彦取締役支店長様より（写真右）山内社協会長に相当の発電機を寄贈していただき、当日は笹昭彦取締役支店長様より（写真右）山内社協会長に
目録が手渡されました。目録が手渡されました。
　タナックス様からは平成28年度より毎年本会へ寄贈していただき、今回で９回目となります。　タナックス様からは平成28年度より毎年本会へ寄贈していただき、今回で９回目となります。
　寄贈いただいた発電機は、災害時における大切な備品として有効に活用させていただきます。　寄贈いただいた発電機は、災害時における大切な備品として有効に活用させていただきます。

発電機の使い方を発電機の使い方を確認！確認！
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令和6年度藤崎町社会福祉協議会予算令和6年度藤崎町社会福祉協議会予算
《《344,449,000円344,449,000円》》

　令和６年度予算並びに事業計画が、令和６年３月22日に開催された理事会（理事総数の３分の２　令和６年度予算並びに事業計画が、令和６年３月22日に開催された理事会（理事総数の３分の２
以上の同意を経て、令和６年３月28日に開催された評議員会で承認されました。）以上の同意を経て、令和６年３月28日に開催された評議員会で承認されました。）

【収入の部】　　　　　　　　　　  （単位：円）
科　　　　目 予　算　額

会費収入 3,456,000
寄附金収入 200,000
補助金収入 43,655,000
受託金収入 65,714,000
貸付事業収入 490,000
事業収入 35,392,000
介護保険事業収入 104,402,000
障害福祉サービス等事業収入 2,043,000
受取利息配当金収入 14,000
その他の収入 5,353,000
その他の活動収入 22,175,000
繰越金 61,555,000

合　　　　計 344,449,000

【支出の部】事業別内訳　　　　　 （単位：円）
区　　　　分 予　算　額

法人運営事業 57,719,000
地域福祉事業 13,866,000
シルバー人材センター事業 1,456,000
共同募金配分金事業 1,458,000
心配ごと相談所事業 1,676,000
福祉安心電話サービス事業 523,000
基金運営事業 4,581,000
資金貸付事業 6,113,000
地域見守り活動事業 2,872,000
藤崎老人福祉センター事業 31,077,000
常盤老人福祉センター事業 26,789,000
居宅介護支援事業 22,807,000
ホームヘルプサービス事業 15,987,000
デイサービス事業 108,287,000
障害福祉サービス事業 2,043,000
地域包括支援センター運営事業 60,482,000
自動販売機事業 1,662,000
内部取引額 ▲ 14,949,000

合　　　　計 344,449,000
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【重点項目】
1. 気軽に相談することができる相談体制の強化
2. 要援護者が安心して生活することができる見守り体制の強化
3. 安心して介護サービスを利用することができる介護保険事業の強化

令和６年度
事業計画

（写真は令和5年度実施事業
から抜粋して掲載）

②地域福祉サービスの推進 ④福祉情報の提供・総合相談・
生活支援機能の充実

　地域の高齢者や住民ボランティアが集い、交流の
場として生きがいや仲間づくりの輪を広げ、介護
予防に努めます。

　誰もが気軽に来所できる心配ごと相談所として、
住民の様々な相談に応じるとともに、各関係機関
と連携し、問題解決に努めます。

いきいきふれあいサロン事業いきいきふれあいサロン事業 心配ごと相談所事業心配ごと相談所事業

①住民参加と小地域ネットワーク活動の推進

　藤崎・常盤両老人福祉センターにおいて、レク
リエーションや会食をしながら参加者相互並びに
地域ボランティアとの交流や余暇活動の充実に努
めます。

一人暮らし高齢者ふれあい昼食会の開催　一人暮らし高齢者ふれあい昼食会の開催　 各種団体などへのPR活動（防災すごろく）各種団体などへのPR活動（防災すごろく）

　町内会や各種団体などの希望に応じて、職員が
出向き、社協事業の周知啓発や福祉、防災情報の
提供を行うとともに、地域課題や要望の掘り起こ
しに努めます。

③福祉教育・ボランティア活動の推進

　小・中学校をボランティア活動推
進校に指定し、児童生徒の福祉への
理解と関心を高め、社会奉仕と社会
連帯の精神を養い心豊かな人材の育
成を目的に取り組みます。

　社会福祉士（国家資格）を目指し
ている福祉系大学生に対して、社会
福祉士に必要とされる「社会福祉実
習プログラム」に基づいた、社会福
祉実習を行います。

ボランティア活動推進校の推進ボランティア活動推進校の推進 社会福祉士養成実習の受け入れ社会福祉士養成実習の受け入れ

⑤社協基盤の
充実・強化

赤い羽根共同募金
運動への協力

（令和５年度 ピンバッジ）
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社協会員とは・・・？
　社会福祉に理解と関心を持ち、
「社協を支援する人（サポーター）」
として地域福祉活動を支えてくだ
さる方々です。

会員加入は強制ですか・・・？
　強制ではありません。
会員加入は任意となりますので、社協事業

の趣旨にご賛同いただき、ご加入いただけれ
ば幸いです。

◎一般会員（一世帯）

１，０００円（年額）

令和６年度 藤崎町社会福祉協議会

一般会員加入一般会員加入のお願いのお願い
　藤崎町社会福祉協議会（社協）の基本理念である『誰もが安心して暮らすことができる
福祉の町づくり』を実現するために、補助金や受託金、共同募金配分金の他に、住民の
皆さまや企業などからいただく会員会費を財源に福祉事業を実施しています。
　本年度も、本会の趣旨並びに地域の福祉事業推進にご理解いただき、一般会員加入に
ご協力くださいますようお願い申し上げます。

「ふれあい昼食会」「ふれあい昼食会」

紙おむつ支給事業紙おむつ支給事業 福祉安心電話サービス事業福祉安心電話サービス事業

社会福祉大会社会福祉大会
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～ サロン活動をはじめてみませんか ～
◇サロン活動とは
　歩いて行けるところ（地区集会所など）に集い、交流やふれあいを通して「生きがい・仲間・健康づくり、
閉じこもり防止」などを目的とした活動を定期的に開催していただきます。

◇どんなことをすればいいの？
　地域住民ボランティアスタッフが一緒に考え、みんなで楽しめる
　内容を企画しましょう。
　例えば・・・
　お茶会やおしゃべり、食事会、健康体操、手芸、軽スポーツ
　カラオケ、囲碁将棋など
　地域の子供たちと交流会を行うのも楽しい活動です。

◇開催回数は
　月１回の開催が基本ですが、農閑期や冬期間だけの開催でも
　大丈夫です。

◇開催場所は？
　参加者が歩いて行ける範囲にある集会施設など

◇運営は？スタッフ（ボランティア）は？
　地域住民みんなで協力しあい運営していただくことになります。
　地域で活動している団体などにも協力をお願いしてみましょう。

　藤崎町社協では福祉団体の事務局を担うことにより、福祉団体の支援と育成を図っております。
　また、各種制度の改正や地域福祉の変化など福祉団体を取り巻く環境の変化に対応しながら、各種研修や
情報提供に取り組んでおります。各団体は 4 月に総会を行い、新年度のスタートをきりました。

～福祉団体　新年度スタート！～～福祉団体　新年度スタート！～

◇藤崎町母子寡婦福祉会

◇藤崎町遺族会

◇藤崎町身体障害者福祉会

◇藤崎町ボランティア連絡協議会

会員研修会会員研修会

常盤地区慰霊祭常盤地区慰霊祭

会員スポーツ交流会会員スポーツ交流会

総会総会
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クリーンロード作戦（総重量 約1.6t 計475袋）

　4月21日（日）、町内会や老人クラブ、婦人会、子
ども会会員など多くの方々が参加し、藤崎町一斉ク
リーンロード作戦を実施しました。
　当日は、藤崎町と藤崎町建設協会からトラックを
派遣していただき、町スポーツ協会、町職員組合、
町社協職員厚生会にボランティアとしてゴミの回収に
ご協力していただきました。

能登半島地震義援金能登半島地震義援金
報告とお礼報告とお礼

〈義援金総額 108,322円〉〈義援金総額 108,322円〉

　令和６年１月11日から藤崎町社協、

西豊田温泉、ときわ温泉の窓口にて

受付をしておりました「能登半島地

震義援金」にご協力いただきありが

とうございました。

　お寄せいただいた義援

金は青森県共同募金会を

通じて、全額被災地に届

けられます。

西豊田温泉160万人達成　記念品贈呈式

　令和６年３月26日（火）、木村英伸さんが
西豊田温泉160万人目の利用者となりま
した。
　木村さんは、週に３、４回の頻度で西豊
田温泉を利用しており、当日もいつも通り
に来所したところ、「おめでとうございます。
と声をかけられ、このような経験がないの
で驚きと喜びが入り混じっている感情でし
た。西豊田温泉には10年ほど通っており、
自分の生活には欠かせない場所です」と話
していました。
　４月４日（木）、山内社協会長が入浴券などの記念品を贈呈し、「いつもご利用していただき、非常
に感謝申し上げます。これからも健康で長生きをしていただきたい」と感謝の言葉を述べました。

イオンレシートキャンペーン
　令和６年４月11日（木）、イオン藤崎店１階時計の広場
にて贈呈式が行われました。
　イオン幸せの黄色いレシートキャンペーンでは、本会
を応援していただき、ありがとうございます。
　皆さまから寄せられたイエローレシートから、本会施
設を快適に利用していただくための清掃用品などを寄贈
していただきました。


